
 PCR法発明者のキャリーマリス博士が「PCRは偽陽性が多い」という発言から考えますと

表の死者数の大半も、「ガン」「心筋梗塞」「肺炎」「インフルエンザ」「単なる風邪」

「扁桃炎」「その他の病気」「寿命」の可能性も十分考えられます。

 この事実はご存じでしたでしょうか。厳密な死因を問わず、「コロナ死」とされてます。

「現役医師」が、そのおかしな「水増し誘導ルール」について解説している動画上がります。

この動画にはQRコードを読み取って見てください。

 2021年8月11日時点での岩手県内の「PCR検査陽性者」の動向データーが出ました。

岩手県のPCR陽性後の状況で、50歳未満で死亡率０％・重篤率０％＜事実情報その⑧＞

知らぬうちに完成します。既に多くの人が自然抗体が出来ている可能性もあります。

（高橋はじめ 県議会議員提供）

「PCR陽性」に一度でもなると、その後「交通事故」でも「寿命」でも

「ガン」でも「コロナ死」としてカウントされる水増しルールがある。
＜事実情報その⑨＞

岩手県の40代以下の「死亡率０％（赤枠）」。すべての年代で「重症率は０％（緑枠）」。

かつ「無症状が90％以上（青枠）」なので、若い人ほどコロナに掛かっても「自然抗体」が



 ５ALAというアミノ酸が、100％コロナを阻害するという情報があります。

普通の生活でも既に50歳未満は、重症もなければ、死亡もない、後遺症もないのですから

さらに５ALAを意識して食事していれば「⿁に金棒」なのではないでしょうか。

 阻害しているうちに「自然抗体」が当然、身に付きます。これは変異種にも対応できます。

ワクチンは1種類のみのウィルスに対応です。変異種には対応しません。

５ALAが100％コロナを阻害してくれる。

キニーネ（ヒドロキシクロロキン）・イベルメクチンも絶大な効果
＜事実情報その⑩＞

若いほど、「無症状」で「自然抗体」が出

来る・・という情報をもらえず、ワクチン

を打ってしまい、重篤な副反応がたくさん

出ています。

でも、このことは、ほとんど報道されて

おりません。



日本の大手メディアの「情報信用度」は先進国の中でダントツに低い

韓国よりも低い世界ランキング 60位以下
 日本の大手メディア（NHKも含む・新聞も全て含む）は、清く正しい情報を伝えてくれて

いると思っていますが、実は、かなり歪曲された情報を流されていることはご存じでしょうか。

信じられないかもしれませんが、ほぼ誘導報道（洗脳報道）です。

 有名コメンテーターのやり取りですら、「誘導シナリオ」の上に成り立っています。

 ですので、テレビと新聞の情報を信じ過ぎず、先生自身の手で情報を取得に動かないと

真実が見えない世の中になっていることに気づいてください。

真実の情報を知ると、マスコミの報道内容にビックリするはずです。

「現役医師」が「マスコミの情報操作方法」「国民にウソをついている方法」を解説してます。

是非動画を見ていただき、私たちのまわりで流されている情報の怖さに気づいてください。

＜事実情報その⑪＞


